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9月 1 日現在

世帯数 7,905( +25) 
人口 22，572(+60) 

男 10，789(+36) 

女 11 ，783(+24)
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一緒!こ行之うよ上海・蘇州ヘ
平成10年1 月21日働~24日生)恒匹以

市民交流・経済区視察・農村見学など
ひとりでも多くの町民

の皆さんに気軽に海外!こ

触れていただき、町民レ

ベルでの国際受流を図る

だめ、町民100名程度で、

「重信町国際友好の翼」

を実施します。

ご家族、友人など、お

誘い合わせてどしどしご
応募ください。 企外灘(上海)

日程表
月日 地 名 現地時刻 交通機関 スケジュール(宿泊地)
(曜 日)

松山空港発 10:30 全日空782便 空路、関西空港へ

関西空港着 11: 15 (予定)

月 関西空港発 13:40 中国東方航空51 6置 空路、上海へ

21 上海空港着 14:55 (予定) 入国手続き後、パスにて

制日 上海空港発 16 :00頃 専用パス 蘇州へ

蘇州着 1 7:30~18:∞ ホテル到着 ホテルにて夕食

(蘇州)

終日 :蘇州市内観光

(寒月 蘇 ~'I'I 終 日 専用パス 丘斜塔、 車IJ 繍研究

22 所、交流など

原 蘇州発 夕刻 専用パス パスにて上海へ

上海 着 夜 夕食後、上海雑技の観光

(上海)

早朝:本場にて太極拳の

体験(希望者のみ)

午前:上海市内観光

月23 
(湾!圏、外灘、上海博物館など)

上 海 終 日 専用パス 午後:現地との交流活動

信自自 -経済視察
(上海浦東経済区など)

-農村見学
(七宝鎖地区など)

ホテルにて、上海料理の
さよならパーティー(上 海)

上海空港発 09:35 5中1国5使東(方予航定空) 空路、帰国の途へ

月 関西空港着 12:35 入国手続き後、 国内線へ

24 

思 関西空港発 14:40 全日空783便 空路、松山へ

松山空港着 15:30 (予定) 到着後、解散

※交通機関等の都合により、スケジュールが一部変更になる場合があります。

食
事

タ

朝

昼

タ

朝

昼

タ

朝

機
内

〈募集要領〉

・主 催 重信町・重信町国際友好の翼実行

委員会

・旅行主催 日本交通交社(JTB)松山支店

・訪問地 中国(上海・蘇州 )

・旅行日程 1月 21 日 (羽一 24 日 (卦3泊4 日

圃旅行代金 l人 9 万円 (2 人部屋に 2 人宿泊)

高級ホテル宿泊・ 全食事付 ・査証(ビザ)代・

空港使用料などを含む

・対象者 20歳以上の町内在住者で旅行に耐

えられる健康な方(学生を除く)

圃募集人員 約100名

圃募集期間 10月 22 日(栂-11 月 14 日(創

(ただし、受付は、先着順とし 100名を超えた

日をもって締切とさせていただきます。)

・申込方法 役場町民課及び町民会館内教育

委員会、重信町農協本所、重信町商工会館に備

えている申込書に記入押印のうえ、 8時30分か

ら 17時までに提出して下さい。(土日祝日を除く)

・代金の払い込み 第 l回旅行説明会 (12 月 子

定)に申込金3万円。残金は、第2回旅行説明会

(1月上旬)に払い込んで、いただきます。

・渡航手続 参加者決定後旅行会社を通じてご

案内します0

・キャンセル 旅行会社の定める規約により処

理します0

.問い合わせ先 その他ご不明の点については、

役場町民課内 「重信町国際友好の翼」

実行委員会事務局 (雷964-200H内内線231) まで

①旅券 (パスポート)取得費用

(旅券および有効な旅券をお持ちでない方)

②20Kグラムを超える手荷物料金

③チップなどの個人的諸費用

④1人部屋追加料金1万9千円

(やむを得ず1人部屋を希・望される場合)

⑤傷害保険料金

地価公示価格に関する書類は、県斤・役場等で閲覧できます日骨骨髄品0"..Æゆ働@
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九
月
十
四
日
、
台
風
十
九
号
が

接
近
す
る
な
か
、
重
信
川
緑
地
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
十
三
回
ど
て

か
ぼ
ち
ゃ
カ
ー
ニ
バ
ル
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
(
主
催
重
信
町
農
業
後

継
者
協
議
会
)

時
折
、
悶
が
降
る
あ
い
に
く
の

天
候
で
し
た
が
、
町
内
外
か
ら
約

三
千
人
が
訪
れ
、
お
ば
け
か
ぼ
ち

ゃ
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
に
な
く
台
風
が

接
近
す
る
こ
と
が
多
く
そ
の
雨
の

た
め
か
、
昨
年
よ
り
百
個
ほ
ど
少

な
い
四
百
十
九
個
の
か
ぼ
ち
ゃ
が

集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
東
宇
和
郡
野
村

町
の
福
山
フ
サ
エ
さ
ん
が
育
て
た

百
五
十
一
同
の
か
ぼ
ち
ゃ
が
一
番

重
く
、
大
会
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト

、
伊
予
万
歳

、

ミ
ス
シ
ン
デ
レ

ラ
コ
ン
テ
ス
ト
等
が
あ
り
、
多
く

の
青
空
市
、
バ
ザ
ー
も
出
店
し
、

う
さ
ぎ
、
ひ
よ
こ
に
ふ
れ
合
え
る

ミ
一
一
動
物
園
は
子
供
達
に
大
人
気

で
し
た
。

去
年
好
評
で
今
年
も
予
定
さ
れ

て
い
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛
行

は
、
強
風
の
た
め
中
止
さ
れ
ま
し

た
。

...ジャズコンサー卜、伊予万歳も惨
花をそえました

...お父さん、真剣です
「かぼちゃ重ねゲーム」

と右ん式
、

力
ラ
〕
叫
ん

レ

υ
さ

デ
イ
子

ン
デ
保

シ
ン
美

の
ラ
村

年
ブ
野

今企

6悩fゆ健倒伊@/@@/'c.ßパõ) 10月は「土地月間」

指
定
ご
み
袋

大
訂
小

交
換
し
ま
す

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
町
指
定
ご
み
袋
制
度
に
つ
い

て
は
、
住
民
票
に
基
づ
く
世
帯

人
数
に
よ
り
三
人
以
上
の
場
合

は
大
袋
、
二
人
以
下
の
場
合
は

小
袋
を
年
間
百
枚
配
布
し
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
民

の
方
々
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

大
袋
三
十
枚
と
小
袋
五
十
枚
と

の
支
換
が
役
場
に
で
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
(
大
か
ら

小
、
小
か
ら
大

へ
の
交
換
は
自

由
)ま

た
、
出
産
や
町
外
か
ら
の

転
入
等
に
よ
り
、
住
民
票
の
世

帯
人
数
が
、
二
人
以
下
か
ら
三

人
以
上
に
増
え
た
場
合
、
小
袋

か
ら
大
袋
に
交
換
で
き
ま
す
。

(
た
だ
し
十
枚
単
位
)

交
換
ご
希
望
の
方
は
、
お
手

数
で
す
が
指
定
ご
み
袋
と
印
鑑

を
持
っ
て
、
役
場

生
活
環
境
課

ま
で
お
越
し
下
さ
い
。
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久
ぎ
な
久
ぎ
な
お
み
や
げ

重
信
中
二

年

ホストファミ リ ーと

「ドリ ーム ワ ールド 」 へ

(左から 2人目)

石
原
麻

衣
子

生
ま
れ
て
初
め
て
海
外
へ
で
た

私
、
二
週
間
の
旅
で
し
た
。
知
ら

な
い
国
へ
の
好
奇
心
や
、
驚
き
、

言
葉
へ
の
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
も
の

は
、
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

飛
行
機
の
中
で
一
晩
を
過
ご

し
、
薄
明
る
い
朝
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
着
き
ま
し
た
。
日
本
と
は

赤
道
を
は
さ
ん
で
い
る
の
で
こ
ち

ら
は
冬
で
す
。
少
し
肌
寒
い
中
、

パ
ス
で
町
へ
向
か
い
ま
し
た
。
人

や
犬
、
馬
ま
で
が
散
歩
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
か
わ
い
い
お
店
が
た

ち
並
ん
で
明
る
い
町
並
で
す
。
か

と
思
え
ば
鏡
の
よ
う
に
空
の
う
つ

る
大
き
な
ピ
ル
が
自
の
前
に
そ
び

え
た
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
都
会

と
田
舎
町
を
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
し
た

よ
う
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

最

、
h
H
1
1hJ

A
w
vi
，

a

F
リ
〆
，

j
l
l
ρ一アフスホつカカ

そ
の
日
の
う
ち
に
学
校
へ
行
き
、

こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ

ー

と
対
面
し
ま
し
た
。

予
想
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
話

の
難
し
い
こ
と
。

一
緒
に
歩
い
て

い
る
と
き
や
車
の
中
、
食
卓
で
、

沈
黙
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー

は

一
生
懸
命
そ
の
沈
黙
を
破
ろ
う
と

し
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
簡

単
な
文
に
直
し
て
く
れ
て
い
る
の

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
私
は
と

て
も
う
れ
し
く
て
、
こ
れ
か
ら
は

も
っ
と
話
し
か
け
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
、

手
ば
な
せ
な
か
っ
た
辞

書
が
な
く

て
も
会
話
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
身

ぶ
り
子
ぶ
り
で
充
分
で
す
。
日
本

と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
制
度

に
つ
い
て
や
家
族
の
こ
と
、
食
べ

物
の
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
教
え
あ
い
ま
し
た
。
会
話
が

毎
日
が
楽
し
み
に
な

で
き
る
と
、

り
ま
す
。

学
校
に
も
通
い
ま
し
た
が
、
全

て
英
語
で
す
。
し
か
し
、
校
内
を

歩
い
て
い
る
と
、
日
本
語
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
が
、

「

コ
ン
ニ
チ
ハ
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
の

で
す
。
み
ん
な
話
し
や
す
く
て
親

切
で
し
た
。

英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
に
な
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
が
今

回
得
た
も
の
と
は
、
外
国
の
人
と

ふ
れ
あ
う
勇
気
と
、
世
界
へ
目
を

向
け
る
き
っ
か
け
、
あ
と
、
楽
し

い
思
い
出
だ
と
思
い
ま
す
。

毘
雷
同
刷
用
制
畏
昌
信
回

応
募
資
格

町
内
在
住
の
小

・

中
・
高
校
生
及
び
一
般

応
募
用
紙
等

四
O
O

字
詰
原

稿
用
紙
五
枚
以
内
、
一
人
一

点
と
す
る
。

提
出
期
限

十
月
二
十
日
間
ま
で

提
出
先

重
信
町
立
図
書
館

(
小
・
中
学
生
は
各
学
校
)

主
催重

信
町
教
育
委
員
会

T ロ A ~Q広ロコ ( 1 日主I"_EI hQQ ロJ ¥ I 、 I 1-吊ん百点時点叩d叩"'"盲点VfJ /，.;.向点、

••••••••••••••••••••• 
浴衣でさよならパーティ(前列右端)

賞
-
小
学
生
の
部

入
選
八
点
、
佳
作
十
点

・
中
学
生
の
部

入
選
三
点
、
佳
作
四
点

・
高
校
生
の
部

入
選
三
点
、
佳
作
四
点

・
一
般
の
部

入
選
二
点
、
佳
作
若
干

入
選
作
品
は
重
信
町
文

化
祭

で
発
表
し
、
賞
状
と
記
念
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
図

書
館
ま
で
。

雷
九
六
四
|

三
四
一
四

+-ナ，、 II ま 1

¥ 



中学

海外|
れ
ま
し
た
。

七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
十
四

日
ま
で
の
十
五
日
間
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
ホ
l

ム
ス
テ
イ
を
し
た

り
、
現
地
の
青
少
年
と
活
発
な
交

流
を
行
っ
た
り
と
多
く
の
素
晴
ら

し
い
体
験
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た。

そ
の
思
い
出
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
際
交
流
の
久
切
さ
、

重
信
中
二
年
北
保
広
道

マ
パ
ー
ク
へ
遊
ぴ
に
行
っ
た
り
、

カ
|
レ
ー
ス
を
し
て
楽
し
ん
だ
り

ま
た
、
市
内
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も

し
ま
し
た
。
同
級
生
の
ク
リ
ス
ト

フ
ア
|
君
や
近
所
の
子
供
た
ち
と

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
、
友
情
を
深
め

こ
の
夏
休
み
、
僕
は
海
外
派
遣

生
と
し
て
十
五
日
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
へ
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
な

っ
た
の
が
ホ
i

ム
ス
テ
イ
で
す
。

僕
が
お
世
話
に
な
っ
た
家
族
は
、

M
A
R
T
I
N
(
マ
l

テ
ィ
ン
)
フ

ァ
ミ

リ
ー
と
い
う

五
人
家
族
で
し

た
。
と
て
も
温
か
い
人
た
ち
で
、

僕
を
家
族
の
一
員
と
し
て
受
け
入

れ
て
く
れ
ま
し
た
。

会
話
に
自
信
の
な
い
僕
は
、
始

め
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が

筆
談
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

な
ど
交
え

な
が
ら
焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
意
志

を
伝
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

伝
え
る
こ
と
の
喜
ぴ
や
分
か
り
合

う
素
晴
ら
し
き
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

休
日
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
テ

l

5 

オペラハウスをパック に(右端)

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
流
を
通
し
て
見
聞

を
広
め
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
に
と
っ
て
心
の
財

産
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
最
後
の
三
日
間
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
予

定
地
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー

で
過
ご
し
ま
し
た
。
十

九
世
紀
の
歴
史
的
建
造

物
や
高
層
ビ
ル
群
な
ど

が
あ
り
大
都
会
で
し
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
世
界
的
に
有
名

な
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
見

学
し
た
こ
と
で
す
。
完

成
に
十
四
年
聞
か
か
っ

た
そ
う
で
す
。
太
陽
に

反
射
す
る
一

O
五
万
六

千
枚
の
タ
イ
ル
を
張
っ
た
屋
根

は
、
ヨ
ッ
ト
の
白
い
帆
の
よ
う
で

あ
り
、
白
い
貝
殻
の
よ
う
に
も
見

え
、
そ
の
向
こ
う
に
は
ア

l

チ
形

の
ハ
l

パ
l

・
ブ
リ
ッ
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。
観
光
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
い
か
し
、
今
後

も
っ
と
世
界
に
目
を
向
け
視
野
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
、
、
」
の
旅
行
関
係
者
の
皆

様
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Mβ時偲撤回初切 10月から愛媛県最低賃金が改正に

海外派遣事業に参加した仲間違と(中央列左端)

と
き
十

一
月
九
日
間

午
前
九
時
i

午
後
二
時

(
雨
天
順
延
の
場
合
は
十
六
日
間
)

と
こ
ろ横

河
原
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド

催
し
物

-
重
信
川
ウ
オ
ー
ク

宝
さ
が
し
ゲ

ー
ム
他

・
小
石
ア
ー
ト

展

-
ゲ
l

ム
大
会
・
吉
之
助
ラ

ィ
。
フ

・
福
祉
機
器
展
示

企
業
紹
介
パ
ネ
ル

・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

-
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ

l

マ
|

ケ
ッ
ト

••••••••••••••••••••• 
小
石
ア
l

卜
展
作
昂
募
集

大
人
の
こ
ぶ
し

大
ま
で
の
石
に

自
由
な
発
想
で

ペ
イ
ン
ト

し
て
)

み
ま
せ
ん
か
。
畑

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
l

マ
ー
ケッ
ト

募
集

詳
し
く
は
重
信

町
商
工
会
ま
で

国
九
六
四
l

一
二
五
四
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農地の貸し借り』「安，己、です

~利用権設定等促進事業~

利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
は
、

作
れ
な
い
農
地
を
担
い
手
農
家
に

貸
し
て
、
農
地
の
有
効
利
用
と
中

核
的
農
家
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
易
な
口
約
束
に
よ
る
農
地
の

貸
借
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
利
用
す

れ
ば
、
簡
単
な
手
続
き
で
賃
借
権

等
を
設
定
で
き
、
約
束
の
期
限
が

く
れ
ば
、
離
作
料
な
ど
を
支
払
う

こ
と
な
く
確
実
に
返
し
て
も
ら
え

ま
す
。

た
だ
、
利
用
権
設
定
等
促
進

事

業
開
始
当
初
(
昭
和
五
十
五
年
)

は
、
経
営
面
積
が
五
反
(
五、

0
0

0
5
以
下
で
あ
っ
て
も
、
将
来
経

営
規
模
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
場

合
に
は
賃
借
権
等
の
設
定
も
可
能

と
い
う
運
用
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し

、

農
家
の
規
模
拡
大
に
向

け
て
の
行
政
上
の
取
り
組
み
が

益
々
強
化
さ
れ
て
い
る
現
在
、
小

規
模
農
家
へ
の
利
用
権
設
定
を
続

け
る
こ
と
は
制
度
上
好
ま
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
事
業
の
利
用
促
進
の
た
め

に
、
各
地
区
に
農
地
流
動
化
推
進

員
が
い
ま
す
。
(
下
表
参
照
)

農
地
の
貸
借
の
仲
介
を
し
て
く

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

一、

対
象
と
な
る
土
地

原
則
と
し
て
市
街
化
区
域
外
の

農
地

二
、
対
象
と
な
る
権
利
の
種
類

賃
借
権
、
使
用
貸
借
権
、
所
有
権

=
一、

貸
し
手
の
資
格
要
件

特
に
な
し

四
、

借
り
手
の
資
格
要
件

-
農
業
に
よ
っ
て
自
立
し
よ
う
と

す
る
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者
。

-
農
業
の
経
営
面
積
(
申
し
出
分

も
含
む
)
が、五
反
(
玉、

G
O
O

-

昨
)

以
上
あ
る
こ
と
。

-
農
地
が
、
都
市
計
画
法
で
定
め

る
市
街
化
区
域
外
に
あ
る
ニ
と
0

・
借
り
手
の
年
間
農
業
従
事
日
数

が
、
一
五O
日
以
上
で
あ
る
こ
と
。

玉
、

貸
借
期
間

貸
し
手
借
り
手
双
方
の
話
し
合

い
に
よ
り
任
意
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

六
、
借
賃
の
基
準
等

借
賃
は
、
農
業
委
員
会
が
定
め

る
標
準
小
作
料
を
基
準
に
、
双
方

の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
ま
す

L
U

金
銭
以
外
の
も
の
(
米
)
で
定
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
金

銭
に
換
算
し
た
額
が
標
準
小
作
料

に
相
当
す
る
よ
う
に
定
め
ま
す
。

標
準
小
作
料
(
叩a
当
た
り
)

上
田
二
五
、

0
0
0

円

中
田
二
二
、

0
0
0

円

下
回

一
回
、

0
0
0
円

七
、

公
課
等
の
負
担
区
分

双
方
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定

し
ま
す
が
、
通
常
は
次
の
と
お
り

で
す
。

固
定
資
産
税
・
・
・
・
・
・
・・・
・
・
・
貸
し
手

水
利
費
:

:
:
:

:
:

借
り
手

共
済
費
j
i
-
-
:
:
借
り
手

八
、

制
度
の
メ
リ

ッ
ト

付
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
、
農

地
法
の
許
可
が
い
ら
な
い
た
め

簡
便
で
す
。

口
約
束
の
期
限
が
く
れ
ば
、
離

作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
確
実

に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

日
契
約
期
間
中
は
、
安
心
し
て

耕
作
で
き
、
契
約
を
更
新
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

。

九
、

申
請
手
続
等

D

年
二
回
、
六
月
一
日
と
十
一
月

例

一
日
に
公
告
し
貸
借
が
開
始
し
ま

仰

す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
ヵ
月
前
ま
で
に

M

申
出
書
を
役
場
産
業
課
に
提
出
し

悦

て
下
さ
い
。

一
一

申
出
用
紙
は
、
産
業
課
に
あ
り

何
、
「J

ま
す
。

よ

箇
九
六
四
ー
二
O
O
一
向
内
線
四
三
四
乱+J
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業作

地 区 氏 名 電話;番号

山之内
山内 英彦 964-7887 

杉原 孝 964-5222 

藤岡 卓 964-2587 

t通 口 和田 隆夫 964-6675 
藤田 炉心 964-3531 

志津川
清水 勝弘 964-6471 
宮倉 和良 964-6481 

西 岡
大西 喜良 964-0661 
和田 豊重 964-6989 

見奈良
池川 尊徳 964-0720 

吉良 照幸 964-3731 

回 窪
品須賀 徳 964-8190 

渡部 勝 964-8077 

八木 里美 964-8665 

牛 沸l
露口 俊孝 964-8653 
高須賀正幸 964-0785 
山口 宗広 964-3839 

南野田
t通口 正懲 964-8498 

渡部 朝憲 964-8594 

4也 II I 4品E・、・ τI l!土.工、 964-9259 

北野田
岡多 正 964-8457 

相原 俊一 964-8391 

牧一 秀宣 964-3960 

上 キ本
菅原 日青it主 964-8403 
山内 光 964-8904 
永井 雅敏 964-5590 
森 忠能 964-2656 I 

下 林 森 ↑尊 964-5957 
森 長昭 964-2576 

越智 尚徳 964-0490 

上 キず
石丸 敏雄 964-9861 
門田 党 964-2685 
渡辺 茂 955-0222(向

E塾 十為 加藤 f.r&!昌 " 
川合 j悶 " 

農地流動化推進員



コ
ン
ニ
チ
ワ

建
設
課
で
す

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、

全
国
的
に
高
齢
化
、
国
際
化
、
高

度
情
報
化
な
ど
大
き
な
変
化
の
波

が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
時
代
の
流
れ
の
中
、
町
民
の
皆

様
の
日
常
生
活
に
直
結
し
た
社
会

資
本
の
整
備
及
び
地
域
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
の
が
今
回
ご
紹

介
す
る
建
設
課
で
す
。

担
当

課
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

。乙‘ t~町、~'

建
設
課
に
は
ど
の
よ
う
な

係
が
あ
り
ま
す
か
?

管
理
係
・
建
築
住
宅
係
・
計
画

係
・
事
業
係
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
?

建設課職員

管
理
係
は
町
道
の
認
定
、
供
用

及
び
廃
止
、
道
路
台
帳
の
作
成
、

道
路
・
河
川
の
占
用
、
屋
外
広
告

物
、
登
記
事
務
な
ど
を
行

っ
て
い

ま
す
。
建
築
住
宅
係
は
境
界
立
会
、

建
築
確
認
、
固
有
土
地
及
び
公
有

水
面
使
用
関
係
、
町
営
住
宅
の
入

退
去
及
び
維
持
管
理
、
家
賃
の
収

納
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す

。
計
画

係
は
土
木
事
業
の
計
画
及
び
立

案
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画
、
都

市
下
水
路
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
事
業
係
は
町
道

・

橋
梁
の
新

設
改
良
及
び
維
持
・
補
修
、
災
害

復
旧
・
が
け
崩
れ
防
災
対
策
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ム
フ
年
度
の
主な
事
業
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
?

道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、

志
津
川
伽
呂
線
、
田
窪
療
養
所
線
、

平
松
上
樋
線
、
別
府
佐
川
線
、
バ

イ
パ
ス
砂
子
線
、
上
村

津
吉
線
他

都
市
下
水
路
に
つ
い
て
は
樋
口
地

区
排
水
路
ま
た
、
が
け
崩
れ
防
災

対
策
工
事
、
災
害
復
旧
工
事
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

お
願
い
は
あ
り
ま
す
か

日
頃
は
町
建
設
行
政
に
つ
き
ま

し
て
、
な
に
か
と
御
協
力
い
た
だ

き
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
建
設
課
の
仕
事
は
、
町

民
の
皆
様
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で

き
な
い
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
で
す

。

今
後
と
も
、
町
建
設
行
政
に
つ
き

ま
し
て
よ
り
い
っ
そ
う
の
御
協
力

を
お
願
い
す
る
と
同
時
に
、
い
ろ

い
ろ
な
工
事
を
行
う
際
、
町
民
の

皆
様
に
は
な
に
か
と
御
迷
惑
を
お

か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理

解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

別府佐川線(下林)完成

十
月
は
、
犬
の
危
害
防
止
対
策

推
進
月
間
で
す
。
犬
を
飼
っ
て
い

る
方
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
下

ミ
」
い
。

犬
を
放
さ
な
い

川
放
し
飼
い
は
、
人
に
危
害
を

加
え
た
り
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
ま
す
。

ω
岐
傷
事
故
の
多
く
は
、
飼
い

犬
に
よ
る
も
の
で
、
飼
い

主

の
無
責
任
な
放
し
飼
い
が
原

因
で
す

。

間
運
動
さ
せ
る
と
き
も
、
犬
を

ー

放
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

犬
は
捨
て
な
い

ω
犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬

を
増
や
す
原
因
、
ひ
い
て
は
、

人
に
危

害
を
加
え
る
原
因
に

な
り
ま
す

。

間
飼
う
以
上
は
、
家
族
の
一
員

と
し
て
愛
情
と
責
任
を
も

ち
、
終
生
か
わ
い
が
り
ま
し

ト

A
Fニ
1J
。

ω
飼
い
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
新
し
い
飼

主
を
探

1
)
斗
手
l
v
ょ
、
フ
。

凶
ど
う
し
て
も
や
む
を
得
な
い

場
合
は
、
役
場
生
活
環
境
課

へ
ご
相
談
下
さ
い
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

川
「
し
つ
け
・

運
動
・

手
入
れ
」

は
飼
主
の
責
任
で
す

。

∞
散
歩
の
際
に
「
フ
ン
」
を
し

た
時
は
責
任
を
持
っ
て
始
末

し
、
環
境
美
化
に
努
め
ま
し

い

ふ
、
勺JO

ω
不
幸
な
小
犬
を

産
ま
な
い
よ

う
、
飼
い
主
の
責
任
で
繁
殖

制
限
に
努
め
ま
し
ょ
う

。

生
後
九
十
日
以
上
の
犬
は
、
登
録

と
毎
年

一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

山
登
録
は
、
一
回
限
り
で
、
二

年
目
以
降
は
登
録
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

。

ま
だ
、
登
録

し
て
い
な
い
方
は
、
役
場
生

活
環
境
課
で
登
録
の
手
続
き

を
し
て
下
さ
い

。

(
登
録
料
三

0
0
0

円
)

ω
予
防
注
射
は
、
年
一
回
四
月

に
町
内
を
巡
回
し
て

実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
随
時
、
動

物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

@僻匂泡俳誕都偽物@9/ 1 5'" 11 / 1 4は秋の農作業安全週間です。
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日

11月lir国民年金制度推進月間」です

Â愛媛県国民年金マスコッ卜・キャラクター
「ゆめはちくん」

お
医
者
さ
ん
の
上
手
な
か
か
り
か
た

上
手
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
は
、
病
気
や
ケ

ガ
の
完
治
を
は
や
め
る
と
と
も
に
、
増
え
続
け
る
医
療

費
を
抑
制
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
お
医
者
さ
ん
と

は
お
互
い
に
信
頼
関
係
を
築
い
て
、
何
で
も
相
談
で
き

る
よ
う
な
つ
き
あ
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑮ 

急病でないかぎり、夜間・休日の受診は
ひかえましょう

) ) 

1 

@
親
学
級

現
在
妊
娠
さ
れ
て
い
る
あ
な

た
、
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
と
対
面

す
る
日
が
、
待
ち
遠
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

左
記
の
と
お
り
母
親
学
級
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

楽
し
く
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所
町

民
会
館

料
金

無
料

申
し
込
み

十
月
二
十
七
日
ま
で

に
、
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

国
九
六
四
|
四
一
七

O
(
直
通
)

回T再会僻 (~/ñ:(司/叩〆訂Û../，iYi).. /'.1C>.宿泊，叩ノ日

回数 日 時 内 f円hヨ「

11 月 5 日 (水) 座談会と講義
"f. 後 l時 30分-3同 「妊娠について話し合ってみませんか」

2 11 月 13 日 (木) 講義と赤ちゃん用品の市場見学
午後l時30分~3時 「子供服、育児用品を見てみよう」

3 11 月 19 目 。，.1<) 講義
午後 l時 30分 -3時 「呼吸法でお産の痛みを乗り切ろう」

4 11 月 26 日 (水) 座談会
午後l時 30分- 3時 「先鍍お母さんと一緒に・・・ 」

5 未定(希望日) 実技
夜間に1í\、ます 「お父さん出番で‘す一赤ちゃんのお風呂」

1 n l=I ?n 白 {周 l li ・ ':l n ，..___11; : nn 



Q 

は{島 8
?者

、 控

親除
族の
の対
所象
得と
のな
基る
準配

&cìI:<Yct.o/""cß物砂時偲ノB 健康講座開催「肺がん予防」

個
人
住
民
税
は
、
一
月
一
日

現
在
に
住
所
、
事
務
所
、
事
業
所

ま
た
は
家
屋
敷
の
あ
る
市
町
村

で
課
税
さ
れ
ま
す
が

、

今
月
は

こ
の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
、

住
所
変
更
、
退
職
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
、
税
が
ど
う
な
る
の
か

と
い
っ
た
日
頃
よ
く
お
問
い
合

わ
せ
を
い
た
だ
く
事
項
を
中
心

に
ご
紹
介
し
ま
す
D

Q
1

昨
年
t
く
な
っ
た
方
の

平
成
九
年
度
の
住
民
税
は
?

A

住
民
税
は
、
毎
年
一
月
一
日

現
在
で
住
所
の
あ
る
人
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
平
成
八
年
中

に
死
亡
さ
れ
た
方
に
対
し
て

は
、
平
成
九
年
度
の
住
民
税
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

g 

Q
2

平
成
九
年
一
月
二
十
日

に
A

町
か
ら
B

市
へ
引
っ
越

し
た
場
合
、
住
民
税
を
納
め

る
市
町
村
は
?

A

平
成
九
年
一
月
一
日
現
在
で

は
A
町
に
住
所
が
あ
っ
た
の
で

す
か
ら
、
年
の
中
途
で
B

市
に

引
っ
越
し
た
と
し
て
も
、
平
成

九
年
度
分
の
住
民
税
は

A
町
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Q
3

平
成
八
年
八
月
に
A

市

か
ら
B

町
へ
転
入
し
ま
し
た

が
、
手
続
き
が
遅
れ
て
住
民

票
は
平
成
九
年
二
月
に
移
し

ま
し
た
。

平
成
九
年
度
の
住

民
税
の
納
税
先
は
?

A

住
民
票
を
移
し
て
い
な
く
て

も
、
実
際
に
平
成
九
年
一
月
一

日
現
在
、
B

町
に
住
ん
で
い
る

場
合
は
B

町
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し

て
、
平
成
九
年
度
の
住
民
税
は

B

町
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

Q
4

退
職
し
た
年
に
退
職
金

か
ら
住
民
税
を
天
引
き
さ
れ

ま
し
た
が
、
翌
年
に
も
納
税

通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
た
の

は
な
ぜ
?

A

退
職
所
得
に
対
す
る
住
民
税

は
、
支
払
時
に
天
引
き
さ
れ
、
支

払
者
を
通
じ
て
市
町
村
に
納
入

さ
れ
ま
す
が
、
退
職
所
得
以
外

の
所
得
に
対
す
る
住
民
税
は
、

翌
年
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
退
職

時
ま
で
の
給
与
な
ど
に
対
す
る

住
民
税
の
納
税
通
知

書
が
送
ら

れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
句

Q
5

給
与
所
得
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
以
下
の
場
合
の

住
民
税
の
申
告
は
?

A

所
得
税
に
お
い
て
は
、
給
与

所
得
者
の
場
合
、
所
得
の
発
生

し
た
時
点
で
源
泉
徴
収
を
行
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
以
下
の
と
き
に
は
確
定
申

告
不
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

住
民
税
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う

な
源
泉
徴
収
制
度
は
な
く
、
他

の
所
得
と
合
算
し
て
税
額
が
計

算
さ
れ
ま
す
の
で
、
給
与
所
得

以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Q
B

住
民
税
の
家
屋
敷
課
税

と
は
?

A

市
町
村
内
に
家
屋
敷
(
借
家

等
も
含
む
。
)
を
有
す
る
個
人

で
、
そ
の
市
町
村
内
に
住
所
の

な
い
方
に
は
、
均
等
割
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
単
身
赴
任
で
長
期

間
家
族
の
も
と
を
離
れ
て
い
る

方
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す

が
、
家
に
残
っ
て
い
る
配
偶
者

に
所
得
が
あ
っ

て
配
偶
者
に
均

等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
家
屋
敷
課
税
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
。

Q
7

所
得
税
は
か
か
ら
な
か
っ

た
の
に
住
民
税
所
得
割
が
課

税
さ
れ
た
の
は
ど
う
し
て
?

A

税
額
計
算
の
際
、
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
る
所
得
控
除
額
が
、
所

得
税
の
方
が
多
い
た
め
、
所
得
税
で

は
課
税
所
得
金
額
が
な
い
場
合
で

も
、
住
民
税
で
は
課
税
所
得
金
額

が
出
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
給
与
所
得
者

の
場
合
で
す
と
、
所
得
税
で
は
収

入
が
百
三
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
非

課
税
で
す
が
、
住
民
税
所
得
割
で

は
収
入
が
九
十
九
万
円
を
超
え
る

と
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

も
住
民
税
で
は
適
用
が
あ
り
ま
せ

ん
。

A

い
ず
れ
も
前
年
中
の
合
計
所

得
で
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
、

配
偶
者
の
場
合
、
所
得
が
三
十

八
万
円
(
給
与
収
入
で
百
三
万

円
)
以
下
で
あ
れ
ば
配
偶
者
控

除
が
、
さ
ら
に
所
得
が
七
十
六

万
円
(
給
与
収
入
で
百
四
十

一

万
円
)
未
満
で
納
税
者
本
人
の

所
得
が
一
千
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
段
階
的
に
配
偶
者
特
別
控
除

が
そ
れ
ぞ
れ
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
親
族
の
所
得
が
三
十

八
万
円
以
下
の
場
合
は
、
扶
養

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
住
民

税
に
つ
い
て
、
ご
不
明
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
税
務
課
住
民
税

係
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

10月の納税
町県民税第3期

国民健康保険税
第4期

納税期限
10月31 日働



10 

d悪用
""・・・a圃・・・・・圃

t. 

.育会

文

章

教

室

十
月
三
日
幽

十
月
二
十
四
日
働

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時

場
所

町
民
会
館
一
階
婦
人
室

講
師

和
田
重
作
先
生
(
元
愛

媛
新
聞
社
編
集
委
員
、
愛
媛
県

生
涯
学
習
推
進
講
師
)

受
講
料
無
料

日
時

朝
一ヴ
ル
l

ノ
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

圏

マ
リ
オ
ネ
問
，
ト
ふ
ヨ
l

ポ
ン
キ
ッ

キ
l

ズ
に
も
出
た
こ

と
が
あ
る
。
ブ
ル
l

ノ

・

デ
イ
ス

カ
ベ
ス
。
さ
ん
の
、
パ
ペ
ッ
ト

・

マ
シ
ー
ン
シ
ョ

l

。
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
、
そ
し
て

コ

メ
デ
ィ
ー

を
混
じ
え
た
、

ユ
ニ
ー

ク
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
シ
ョ

ー
で

す
。
皆
さ
ん
、
お
楽
し
み
に
グ

日
時

十
月
二
十
四
日
幽

午
後
六
時
三
十
分
1

町
民
会
館
研
修
室

場
所

申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

国
九
六
四
l

一
五
O
O
刊

石 事 連参
川 務 絡加
所 先費

会
員
制
(
随
時
入
会
可
)

雷
九
六
四
|
七
一
八
八

冨
九
六
四
ー

二
ハ

一
二

星

教

室

空

日
時

十
一
月
十
日
間

午
後
七
時三
十
分1
九
時
三
十
分

図
書
館
四
階
天
体
観
測
室

場
所

内
容・

太
陽
・
月
に
つ
い
て
の
講
義

・
望
遠
鏡
で
月
の
観
測

講
師

四
国
天
文
協
会
会
員

堀
寿
夫
先
生

受
講
料

無
料

参
加
希
望
者
は
事
前
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
(T
E
L

可
)

ふ
た
つ
の
惑星
を
見ょ
う

四
国
天
文
協
会
会
員

自

重
信
星
空
教
室
講
師

明

寿

夫

秋
が
だ
ん
だ
ん
と
深
ま
っ
て
い

く
こ
と
が
日
毎
に
感
じ
ら
れ
る
九

月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
頃
、
夜
九

時
く
ら
い
に
夜
空
を
見
上
げ
る

と
、
南
西
の
空
に
貰
色

っ

ぽ
く
明

る
く
輝
く
星
が
、
ま
た
、
東
の
空

に
は
茶
色
っ
ぽ
い
明
る
い
星
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

二
つ

の
星
は
ど
ち
ら
も
地
球
と
同
じ
よ

う
な
太
陽
系
の
惑
星
の
仲
間
で
、

前
者
が
惑
星
の
中
で
も
い
ち
ば
ん

大
き
な
「

木
星
」
、
後
者
が
美
し
い

輪
を
持
つ
惑
星
、
「
土
星
L

で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
を
望
遠
鏡
で
見
て
み

る
と
、
木
星
は
そ
の
表
面
の
し
ま

模
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、

地
球
で
言
う
「
月

」

に
当

た
る
「
衛
星
L

と
呼
ば
れ
る

小
さ

な
星
が
木
星
に
寄
り
そ
う
よ
う
に

光
っ
て
い
る
姿
も
見
え
ま
す
。
一

方
、
土
星
の
方
は
、
そ
の
輪
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
少
し
大
き
な
望

遠
鏡
で
見
る
と
、
輪
の
す
き
聞
が

確
認
で
き
ま
す
。
ど
ち
ら
の
惑
星

も
特
別
大
き
な
望
遠
鏡
で
な
く
て

も
十
分
楽
し
め
る
天
体
で
す
の

で
、
望
遠
鏡
を
持
っ
て
い
る
方
、

ぜ
ひ
こ
の
二
つ
の
惑
星
を
見
て
み

て
下
さ
い
。

制
福
寿
大
学

四
国
自
然
歩
道
を

訪
ね
て

六
十
番
横
峰
寺
(
西
条
市
)
か
ら

六
十

一
番
香
園
寺
(
小
松
町
)
ま
で

の
約
十
回
の
緩
や
か
な
下
り
の
行

程
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す

。

お
気

軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

十
月
二
十
日
間
(
悶
天
の

場
合
は
、
十
月
二
十
八
日
仰
)

午
前
八
時
1

午
後
四
時

講
師

自
然
保
護
指
導
員

清
家
一
明
先
生

募
集
人
数

四
十
名
(
先
着
順
)

参
加
費

千
円

申
し
込
み
方
法

十
月
十
五
日
附
ま

で
に
参
加
費

を
添
え
て
、
社
会
教
育
課
へ
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

※
畳
食
・
雨
具
等
は
各
自
ご
用
意

下
さ
い

。

収
穫
の
た
め
の
農
具
展

石
包
丁
か
ら
脱
穀
機
ま
で

平成8年度ハイキング

お
酒
落
に
な

っ
た
第
二
展
示

室
で
、
収
穫
用
の
農
具
が
一
目

で
分
か
る
展
示
c

麦
の
収
穫
と
稲
の
収
穫
で
そ

れ
ぞ
れ
違
う
脱
穀
用
農
具

「

千

歯
」

の
部
で
は
、
そ
の
ル
ー

ツ

の
解
説
を
す
る
な
ど
、
当
時
の

汗
と
知
恵
を
伝
え
ま
す

。

醇l基 R~令はお4太み 1 主す 《 ②骨骨僻僻~酌悌⑪

歴
民
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-町民会館 ・図書館 ・歴史民俗資料
・農林業者トレーニングセンター

文化協会15周年記念オープニングフェスティjυレ
11/1出午後7時~ 町民会館大ホール
第2部“語り"と“しぐさ"の文化-隠し芸大会一 ふるさとの文化財)

書道・写真 (自然写真コンテスト合)・水墨・手工芸・絵

画・陶芸(子供陶芸合) ・児童生徒作品・華道・山草・菊花

大正琴・子供ス トレッチ ・ 重信少年少女合唱団・重信コ

ーラス ・モダンダンス ・南吉井小金管ノfンド・重信中学

プラスパンド部 ・舞踊 ・民諮 ・吟剣詩舞道・歌諮・社交

ダンス

文芸部門 俳句・短歌・川柳

その他 お茶会・囲碁・将棋 ・ 子供映画劇場

詳しくは、 10月末に新聞折込を入れますのでご覧下さい。

(特別写真展

展示部門

芸能部門

第1部ふるさとの伝統文化

本年は文化協会設立15周年を記念して“語り"と “ しぐさ "

の文化をテーマに「町民隠し芸大会」をしてみようと思います。

勿論素人のことですし、どんな隠し芸がでてくるかわかりませ

んが、 「語 り」も「し ぐさ」も人間関係を深め明るくする生活

文化の要素です。何かの動機づけになれば幸いです。

どんな秘芸や奥義が飛び出すやら、それは観てのお楽しみ。

皆さんのご声援をお待ちしております。

(文化協会会長森正史)

共催重信町・教育委員会主催 : 重信町文化協会

涼軽三味線の夕べ
-プログラム・・.... 
第1 部 i 第2部
津軽三味線独奏 l 佐藤通弘津軽三味線楽団演奏
津軽じょんから節 j 弘前城桜吹雪
津軽音頭 l 回名部ぉ烏こ節

荷方節 ! 夕日の津軽三味線
尺八独奏 l 新内恐れ節
唄 | 夏 ・ 宵・まつり
津軽あいや節 ! 三味線ポルカ
十三の砂山

佐疎通弘津軽三味線楽団 (殺事釘yドペース ・パーかρ)

一般的な邦・洋楽器混成ハンドとは異なり、 この楽団は津軽三味線の

ヒ.ッチやリズムののりを重視し、洋楽器が邦楽器に寄っていくような形で

演奏する。 演奏曲はオリジナルが中心だが、津軽三味線ならではの特色

を生かすように作られている。メンバーは色々なジャンルで活躍している

ボーダーレスなミュージシャン達で、佐藤と共に、 今までにない新鮮かっ

混沌とした独自の世界を生み出している。

(佐藤通弘津軽三味線楽団)

日 時 11 月3日目)午後7時半-(開場午後7時)

場所町民会館大ホール

入場料 大人1 ，500円 (間円)小学生~高校生1 ，000円 (調。円)
重信町文他協会 後援重信町教育委員会主催

美
術
展
出
品
要
項

出
品
種
別
水

墨
画
・
絵
画
・
書

道
・

写
真
・

手
工
芸
・
陶芸
・
華
道

※
出
品
点
数
字

・

サ
イ
ズ
等
に
つ
い
て
は
、

申
込
用
紙
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

尚
、
華

道
に
つ
い
て
は
、
町
内
華
道
社
中
を
通
じ

て
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
品
資
格

・
町
内
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

・
町
内
勤
務
者
お
よ
び
通

学
者

出
品
料

無
料
(
無
審
査
)

申
し
込
み
方
法

町
民
会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し

、
十
月
二

十
日
ま
で
に
町
文

化
協
会
事
務

局
に
提
出
(
十
三
日
か
ら
受
付
)

作
品
搬
入

十
月
三
十
日
同

午
前
八
時
三
十
分
1

午
後
五
時

展
示
作
業

十
月
三
十
一
日
働

午
前
八
時
半
i

午
後
九
時

作
品
搬
出

十
一
月
四
日
閃

午
前
八
時
半
l

午
後
九
時

不
可
抗
力
に
よ
る
損

害
に

つ
い
て
は
、
資

任
を
負
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

尚
、
広
報
し
げ
の
ぶ
七
月
号
で
ご
案
内
し

ま
し
た
自
然
写
真

コ

ン
テ
ス

ト

は
十
月

二

十
四
日
働
ま
で
受
け
付
け
し

ま
す
の
で
、
右

記
の
要
領
で
お
申
し
込

み
下
さ
い

。

文
芸
大
会
応
募
要
項

〈
俳
句
v

選
者

平
本
故
測
先
生
(
渋
柿
)

応
募
数

一
人
当
季
雑
詠
三
句
で

未
発
表
作
品
に
限
る
。

備
考

当
日
の
席
題
は
、
一
人
二

句
以
内
で
未
発
表
作
品
に
限
る

。

〈
短
歌
〉

選
者
武

市
公
子
先
生

応
募
数

一
人
当
季
雑
詠
三
首
で

未
発
表
作
品
に
限
る
。

〈
川
柳
〉

選
者

上
岡
喜
久
子
先
生

宿
題

「
ス
タ
ー
ト
」
「
保
母
」
「
自

慢
」

の
三
題
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、

二
句
を
投
句
す
る
。

備
考

当
日
の
席
題
は
、
一
人
二

旬
以
内
で
未
発
表
作
品
に
限
る
。

〈
申
し
込
み
方
法
〉

ハ
ガ
キ
等
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
十
月
二
十
日
ま

で
に
町
文
化
協
会
事
務
局
へ
提
出
。

@骨骨砂田明'/~ν時"è) 1 1 月 2 日 (日)は文化祭のため

菊
花
展
出
昂
要
項

搬
入
日
十
月
三
十

一
日
幽

〈
申
し
込
み
方
法
〉
町
民

会
館

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
十
月
十
七
日
幽
ま
で
に

社
会
教
育
課
に
提
出
。
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ど
う
思
い
ま
す
か

男
女
の
産
み
分
け

「
赤
ち
ゃ
ん
は
天
か
ら
の
授
か
り

も
の
」
と
い
う
考
え
方
は
、
最
近

で
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
よ
う
で

す
。
医
学
の
進
歩
は
著
し
く
、
今

で
は
妊
娠
し
て
あ
る
一
定
の
時
期

が
く
れ
ば
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち

ゃ
ん
が
男
の
子
か
女
の
子
か
分
か

る
そ
う
で
す
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
単
に
子
ど

も
の
性
別
に
と
ど
ま
ら
ず
、
染
色

体
や
遺
伝
子
を
調
べ
る
こ
と
で
、

障
害
が
あ
る
か
ど
う
か
も
予
想
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
代
理
母
」
と
か
「
精
子

銀
行
」
と
い

っ
た
生
殖
技
術
に
お

け
る
科
学
技
術
の
進
歩
は
、
私
た

ち
が
昔
か
ら
素
朴
に
い
だ
い
て
き

た

「

赤
ち
ゃ
ん
は
天
か
ら
の
授
か

り
も
の

」
と
い
う
考
え
方
を
変
え
、

生
命
の
誕
生
と
い
う

「
自
然
の
神

秘
」を
神
の
手
か
ら
う
ば
い
、
人
間

の
手
中
に
収
め
よ
う
と
す
る
大
胆

な
行
為
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、

「
ク
ロ
ー
ン
人
間
」
の

出
現
の
可
能
性
は
、
今
ま
で
S
F

の
世
界
で
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
現
実
と
な
り
、
改
め
て

「
人
と
は
何
か
」、

「
人
権
と
は
何

か
」
と
い
う
問
題
を
社
会
に
提
起

し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
「
男
の
子
な
ら
産
も

う
」
と
か

「

障
害
が
予
想
さ
れ
る

の
な
ら
」
と

い
っ
た

男
女
の
産
み

分
け
や
障
害
の
有
無
の
検
査
結
果

に
よ
る
出
産

は
、

人
間
選
別
や
障

害
者
排
除
の
思
想
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
人
権
問
題
を

含
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

「
親
の
望

む
子
」
へ
の
期
待
は
、
「
親
の
望
ま

な
い
子
」
を
切
り
す
て
る
差
別
的

な
考
え
方
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
で
き
な
い
夫

婦
が
、
「

代
理
母
」
を
制
度
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
行

っ
て
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
も
ら
っ

た
と
い
う
事
実
は
、
日
本
と
ア
メ

リ
カ
の
医
療
の
格
差
の
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
親
子
関
係
の
事
実
を

め
ぐ
る
民
法
上
の
問
題
を
投
げ
か

け
て
い
ま
す

。

日
本
で
も
や
っ
と
臓
器
移
植
に

関
す
る
法
律
が
で
き
ま
し
た
が
、

何
を
も
っ
て
人
間
の
死
と
す
る
か

と
い
っ
た
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
聞
の
死
に
対
す
る
考
え
方

は
国
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
そ

の
た
め
外
国
へ
行
っ
て
臓
器
移
植

を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
外
国
で

の
心
臓
移
植
は
多
額
の
費
用
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
患
者
の
家

族
や
仲
間
が
寄
付
を
呼
び
か
け
る

活
動
が
献
身
的
な
行
為
と
し
て
報

道
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
境
を
越
え
た
臓

器
移
植
は
、
そ
の
国
の
国
情
を
無

視
し
て
経
済
力
だ
け
に
た
よ
り
す

ぎ
る
と
、

「
金
で
臓
器
を
買
う
日
本

人
」
と
い
う
よ
う
な
イ
メ

ー

ジ
が

で
き
上
ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ

ん
。
ま
し
て
、
経
済
的
格
差
を
利

用
し
て
、
開
発
途
上
国
の
貧
し
い

あ
っ

せ
ん

人
々
に
臓
器
提
供
を
斡
旋
す
る
企

業
が
あ
る
と
し
た
ら
、
「
人
権
赤
字

国
」
と
い
う
汚
名
を
ぬ
ぐ
い
き
れ

な
い
も
の
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

厚
生
省
の
公
衆
衛
生
審
議
会

・

臓
器
移
植
専
門
委
員
会
は
、
臓
器

移
植
に
つ
い
て
、
よ
り
国
民
の
合

意
を
得
ら
れ
る
案
を
検
討
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
科
学
技
術
会
議
は
、
橋

本
総
理
大
臣
の
指
示
を
受
け
て
、

生
命
倫
理
の
問
題
を
協
議
す
る
場

を
設
け
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
生
命
誕
生
や
遺
伝

子
を
操
っ
た
り
す
る
技

術
を
学
者

ま
か
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
私
た

ち
の
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
と
し

て
関
心
を
持
?
」
と
が
大
切
で
す
。

一h
vじ
併
を
怒
く
す
た

M
mに
一

一
重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議
一

声
か
け
運
動

全
町
民
の
皆
さ
ん
へ

組
内
の
子
供
さ
ん
を

知
っ
て
い
ま
す
か
?

今
、
日
本
の
社
会
で
は
、
子
供

の
数
が
減
少
の
一
途
を
た
ど

っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
、
子
供
た
ち
は

室
内
で
遊
ぶ

こ
と
が
多
く
な

っ
て

い
ま
す
。

大
勢
の
子
供
た
ち
が
戸

外
で
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て

遊
び
回
っ

て
い
る
光
景
は
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
組
内
の
子
供
た
ち
を

「
O
O
ち
ゃ
ん
、

0
0
く
ん
」
と

名
前
で
呼
べ
ま
す
か
?
組
内
の

子
供
た
ち
か
ら

「
お
じ
ち
ゃ
ん
、

お
ば
ち
ゃ
ん
」

と
声
を
か
け
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
か
?
な
か
な
か

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

二
組

.

つ
き
合
い
は
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
か
?

組
内
の
大
人
と
子
供
の
関
係
が

疎
遠
に
な
っ
て
い
く
背
景
と
し

て
、
大
人
同
士
の
組
づ
き
合
い
の

希
薄
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

世
の
中
が
便
利
に
な
る
に
つ
れ

組
づ
き
合
い
の
必
要
性
が
低
下
し

て
き
て
い
る
の
は
確
か
で
す
。
し

を
展
開
し
ま
し
ょ
う
o

j

組
内
の
皆
さ
ん
と
仲
良
くj

か
し
、
「

組
寄
り
」
「
常
会
」

の
回

数
の
減
る
こ
と
が
、
組
員
の
人
間

関
係
を
疎
遠
な
も
の
に
し
て
い
く

と
す
れ
ば
寂
し
い
こ
と
で
す
し
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
組
内
の
子
供

た
ち
の
健
全
な
成
長
に
も
大
き
く

関
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

新
し
い
時
代
に
合
っ
た
組
の

人
々
の
集
ま
り
の
機
会
を
工
夫
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

三
助
け
合
い
の
良
さ
をい

つ
ま
で
も
/

例
え
ば
、
「
組
内
の
皆
さ
ん
に
迷

惑
を
掛
け
る
か
ら
、
斎
場
か
ど
こ

か
で
葬
儀
を
」
と
い
う
風
潮
が
広

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
そ

の
要
望
に
応
え
る
便
利
な
社
会
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し

、

そ
の
こ
と
が
、

地
域
共
同
体
の
崩

壊
を
加
速
し
て
い
く
と
す
れ
ば
大

き
な
問
題
で
す
。

皆
さ
ん
、
助
け
て
も
ら
う
こ
と

は
決
し
て
相
手
に
迷
惑
を
掛
け
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
お
手
伝
い
の
で
き
る
こ

と
は

、
近
所
の
仲
間
と
し

て
は
う

れ
し
い
こ
と
な
の
で
す
。



独
居
・

寝
た
き
り
老
人
ふ
れ
あ
い
訪
問

女
性
会
議

九
月
十
二
日
、
例
年
の
よ
う
に

女
性
会
議
役
員
の
メ
ン
バ
ー

が
標

記
事
業
を
行
い
ま
し
た

。

朝
九
時
、
町
民
会
館
に
集
合
、

お
菓
子
、
小
学
生
の
絵
、
中

学
生

か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
あ
て
た
手
紙

、

保
育
所
・

幼
稚
園
児
の
か
わ
い
ら
し
い
折
紙

や
手
作
り
の
手
芸
品
を
袋
に
入
れ

町
内
の
各
公
民
館
へ
搬
送
し
ま
し

た
。

そ
れ
か
ら
、
女
性
会
議
加
盟
国

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
、
独

ぺ
一必
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居
、

寝
た
き
り
の
方
の
家
ま
で
お

届
け
し
ま
し
た

。

今
年
は
独
居

一

三
四
名
、

寝
た
き
り
五
三
名
で
し

ナ
~。

一
年
に

一
度
の
こ
う
し
た

事
業

が
で
き
る
の
も
、
行
政
は
じ
め
各

種
団
体
の
温
か
い
思
い
や
り
の

気

持
ち
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
い
つ
も
感

謝
し
て
い
ま
す

。

高
齢
者
の
方
た
ち
も
年
々
、
年

を

重
ね
ま
す
。
我
々
も
同
じ
で
す

。

一
日
で
も
長
生
き
の
出
来
る
、
思

い
や
り
の
あ
る
美
し
い
町
に
し
て

い
く
よ
う
、
微
力
で
す
が
頑
張
り

ま
す

。

\
女
性
会
議
副
議
長
/

/
平
岡
初
美
\

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ハ
ウ
エ
ル
ケ
ア
重
信
〉

女
性
塾

重
信
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー

の
設
置
や
福
祉
へ
の
取
り
組
み

に
ふ
れ
、
大
変
心
強
く
思
い
ま
し

八
月
七
日
、
私
達
女
性
塾
生
そ

し
て
他
の
女
性
団
体
・

学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
達
と

一
緒
に
、
ウ

ェ
ル
ケ
ア
重
信
の
納
涼
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
し
た

。

午
後
六
時
に
始
ま
っ
た
納
涼
ま

つ
り
は
台
風
接
近
の
た
め
テ
ン
ト

が
設
営
さ
れ
、
ハ
ッ
ピ
姿
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
ち
ょ

っ

ぴ
り
お
し
ゃ

れ
を
し
た
入
所
者
と
車
イ
ス
で
中

庭
に
移
動
し
ま
し
た
。

家
族
や
、
地
域
の
人
達
も
集
ま

り
、
ス
テ

ー

ジ
で
は
、
重
中
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
、
大
正

琴
、
女
性
の
和

太
鼓
、
入
所
者
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会

等
盛
り
沢
山
の
内
容
で
し
た

。

町
長
も
出
席
し
、
挨
拶
の
中
で
、

名人 f
a怠た lさゴミだし 迷人?

~これであなたもゴミ分別lこ
自信がもてます~

11 月2日(日) 1 0 : OO~ 14 : 00 

町民会館駐車場
フリーマーケット会場

*景昂があります。多数参加して下さい。

主催/女性塾 後援/重信町役場

-日時

・場所

ま
た
、
八
月

二
十
日
に
は
、
昨

年
に
続
い
て
誕
生
会
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
は
塾
生
を
通
じ
て

の
輪
が
広
が
り
、
夏
休
み
中
の
小

学
生
が
日
舞
、
ピ
ア
ノ
演
奏
で
お

祝
い
し
、
松
山

の
方
も
参
加
し
て

下
さ
い
ま
し
た

。

入
所
者
の
笑
顔

に
励
ま
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
人
達
と
共
に

「

支
え
あ
っ
て
生

き
る

」

そ
の
言
葉
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。
(
女
性
塾
生
)

ワリーマーケヴト出店募集
・日時 11月2日(日)
・場所町民会館駐車場
・出店料無料
・申し込み期限

10月 10日-10月20日
・申し込み・問い合わせ先
富田4-3899 西田・ 雷964- 0941 小橋

突
通
事
故O
を
め
ざ
し
て

突
通
安
全
面
の
会

九
月
九
日
、
第
十
九
回
全
国
交

通
安
全
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
出
発
式

が
県
庁
玄
関
前
で
、
交
通
安
全
母

の
会
会
員
(
重
信
町
婦
人
会
員
)
、

幼
稚
園
児
・

県
警
音
楽
隊
の
参
加

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
交
通
事
故
は
あ
と
を
た
た
な

い
。

本
年
度
の
死
亡
件
数
は
、
昨

年
の
同
時
期
に
比
べ
て
、
い
く
ら

か
減
少
し
て
い
る
が
、
高
齢
者
の

事
故
は
相
変
わ
ら
ず
多
く
半
数
を

超
え
る
。
次
に
若
者
が
多
い
。
」
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
各
関
係
者

か
ら
の
交
通
安
全
宣
言
を
受
け
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
は
南
予
を
ま
わ
り
、
次

の
引
き
継
ぎ
地
の
高
知
県
へ
向
か

っ

て
出
発
し
ま

し

た
。

交
通
安
全
に
対
す
る
県
民
の
意

識
が
盛
り
上
が
り
、
交
通
事
故
が

減
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

(
交
通
安
全
母
の
会
会長

藤
阿
倍
子
)
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松
山
地
方
法
務
局
川
内

出
張
所
閉
庁
の
お
知
ら
せ

松
山
地
方
法
務
局
川
内
出
張
所

は
十
月
十
三
日
聞
か
ら
松
山
地
方

法
務
局
砥
部
出
張
所
へ
統
合
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
統
合
に
よ
り
川
内
出
張
所

で
取
り
扱
っ
て
い
る
登
記
事
務

は
、
同
日
か
ら
砥
部
出
張
所
で
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

重
信
町
総
合
公
園
を

利
用
さ
れ
る
方
ヘ

現
在
、
重
信
町
総
合
公
園
の
進

入
道
路
(
)
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
橋
梁
(
寺
橋
)
整
備
の

た
め
、
十
月
か
ら
来
年
三
月
末
ま

で
通
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の

間
約
一
同
松
山
側
の
町
道
西
岡
演

習
場
線
(
)
を
通
行
し
て
公

園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
(
破
線
部

分
は
工
事
中
で
す
の
で
、

一
時
的

に
通
行
制
限
を
行
う
区
聞
が
あ
り

ま
す
。
)

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

白
一
'
平
成
九
年
全
国

d
ミ

物
価
統
計
調
査

全
国
物
価
統
計
調
査
は
、
全
国

で
約
十
四
万
の
小
売
店
舗
を
対
象

に
、
主
な
商
品
の
版
売
価
格
や
サ

ー
ビ
ス
料
金
な
ど
に
つ
い
て
調
べ

る
も
の
で
、
物
価
に
関
す
る
大
規

模
な
調
査
で
す
。

重
信
町
で
は
、
北
吉
井
地
区
と

南
吉
井
の
一
部
地
区
の
店
舗
を
対

象
に
、
十
一
月
上
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
期
間
中
、

調
査
員
が
皆
様
の
店
舗
に
お
伺
い

し
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す

。
調
査
さ
れ
た
事
項
は
、
統
計
を

作
る
た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
そ

れ
以
外
の
目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
査
関

係
者
が
秘
密
を
他
に
漏
ら
す
、
」
と

は
、
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
、

ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

な
お
、
調
査
に
関
し
て
ご
不
審

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課

国
九
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
五
七
二

行
政
相
談
所
開
叡

十
月
十
二
日
間
か
ら
十
八
日
出

ま
で
の
一
週
間
は

「

行
政
相
談
週

間
」
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し

て
、
当
町
で
も
、
総
務
庁
長
官
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

が
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
致
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

日
時

十
月
九
日
嗣
十
三
時
1

十
五
時

場
所

町
民
会
館

行
政
相
談
委
員
水
由
貿

※
道
路
、
社
会
福
祉
、
公
害
、
職
員
の
応

接
態
度
の
改
善
等
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
に
関
す
る
意
見
・
要
望
な
ど

ま
ご
之
る
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

(
香
典
返
し
)

高
須
賀
俊
彦
(
上
林
)
亡
父・
熊
夫

相
原
悦
子
(
牛
洲
)
亡
母
・
時
子

牧
勝
文
(
北
野
田
)
亡
父
・

勝

白
井
片
弘
(
牛
洲
)
亡
妹
・
美
和
子

窪
田
暁
(
田
窪
)
亡
父
・
岩
男

磯
金
勝
人
(
樋
口
)
亡
父

・

八
五
郎
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九
月
二
日
、
町
民
会
館
前
に
お
い

て
、
新
移
動
図
書
館
車
「
か
ぼ
ち
ゃ
ん

号
」

愛
称
命
名
者
表
彰
及
び
出
発
式

が
開
催
さ
れ
、
町
関
係
者
、
受
賞
者
をbE
d

代
表
し
て
平
岡
琢
磨
君
(
南
吉
井
小
三川口

年
)
ら
に
よ
る
テl
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
μ
μ

れ
ま
し
た
。
新
し
い
移
動
図
書
館
車
E
吉

の
車
体
に
は
、
よ
り
町
民
の
方
に
親
ん

し
ん
で
も
ら
お
う
と
重
信
町
イ
メ
ー

や

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
か
ぼ
ち
ゃ
ん
」』
コ

高
か
れ
て
い
ま
す
。
車
の
中
か
ら

ま

も
外
か
ら
も
閲
覧
で
き
、
従
来
の
二
N
川
ト

倍
近
い
約
千
五
百
冊
の
新
刊
書
を
積
3

載
し
九
月
か
ら
町
内
を
月
二
回
ず
つ

巡
回
し
て
い
ま
す

。

多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
福
祉
週
間
中
の
九
月

十
九
日
、
和
田
治
樹
町
長
が
町
内

の
九
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を

訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

3 乙ーかふ15 

九
月
十
九
日
現
在
、
重
信

町
に

は
二
十
九
人
の
該
当
す
る
お
年
寄

り
が
い
ま
す
勺

そ
の
中
の
玉
井
タ
ミ
さ
ん
(
士
山

富F

津
川
・
写
真
)
と
田
中
シ
ヅ
ヨ
さ
ん

2
7

(樋
口
)
は
今
年
の
四
月
に
満
九
十

五
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

長

玉
井
さ
ん
は
、
現
在
も
田
に
出

・

か
け
て
野
菜
を
作
り
、

一
方
田
中

祝
さ
ん

F

I

L
l

ル
に
行
く
の

が
楽
し

み
だ
そ
う
で
す

。

い
つ
ま
で
も
そ
の
笑
顔
を
絶
や

す
こ
と
な
く
長
生
き
し
て
下
さ
い

。

第
三
十
三
回
成
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
九
月
七
日
、
ト
レ
ー

ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

ほ
か
三
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
二
十
一
分
館
、
女
子
二
十

分
館
が
参
加
し

、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

男
子

。
問
問ω
偏
間同開
り

優
勝
西
岡
田
窪
田
地

準
優
勝
下
林
志
津

川

第
三
位
見
奈
良
田
窪

堀
池
横
河
原

女
子

Q
問
問
問〉倫
問
問
問)

優
勝

北
野
田
田
窪

準
優
勝
下
林
横
河
原

第
三
位
見
奈
良
志
津

川

西
岡
牛
洲
団
地

催開A92 
大

閣
'
ν

置

.
，
，

勝

一

憂

u
a、

hノ

圃
，
，

u
一

貯
レ

子
V
1

男

，
，人成

田窪田地男子西ブロ ック優勝北野田女子東ブロ ック優勝田窪女子西ブロ ック優勝

愛
媛
県
消
防
操
法

地
区
大
会
出
場

②宅ゆ~忠信ゆ包砂忽訟提ノ@

九
月
七
日
、
北
条

北
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
二
十

一

回
愛
媛
県
消
防
操
法
地
区
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
重
信
町
か
ら

は
田
窪
と
牛
測
の
二
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
に
よ

、。

る
悪
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も
か
か

わ
れ

わ
ら
ず
、
両
チ
l

ム
と
も
健
闘
し
、

下

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
牛
湖
チ
l

カ

ム
が
、
第
三
位
と
い
う
好
成
績
を

協

収
め
ま
し
た
。

一
一

今
後
、
訓
練
で
培
っ
た
技
術
を

付

火
災
現
場
等
で
生
か
せ
る
も
の
と

配

期
待
し
て
い
ま
す
。

期早の報広
牛j泊lチーム

モ/芯豆〆ox亙A段ノZ耳亙ぺぬYí!XVè免ノ2己



窓籍戸 の
9月 10日までの届出分

牛上富志牛見志樋牛富上回回目牛 住
~ì掌 奈津 1 

ml 林 百 川 洲良 川口 洲 E 林窪窪窪湖l 所

仙i皮野井福富坂三 山 荻大本嘉 佐畑村村兵 保中上 田浦本野北 伯山上上頭 護
一 哲康 淳順浩管彦生由巧正啓啓義 者誠彦志夫誠司司伸 j白紀司司輝

夏1333 太?草:mti帆真ま勇??j瀬せi京 j康j梢 出
生

輝昼 、 陽 こ司 L也ゃ果か子こ輝き 名な佑佑生s 児

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 7 年生
月

23 22 21 20 19 18 18 18 17 14 7 7 4 4 30 日

お
誕
生
お
め
で
と
う

志牛田富雷見上 住
津 3 2 奈
川淵l 窪 E E 良村 所

橋三篠西桑原 池永 i黒
本瀬森富岡 田野 議裕宗修
大之晴雄治 学 晃 者

混j佑?1 A t成台真t万まst 出

古車き朔好汰fニ哉ゃ菜なり 生
児

9 9 8 8 8 8 8 生
年
月

3 3 29 27 26 24 23 日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

志西牛樋南 住|
w 野
川岡洲口回 所

宮鎌渡登高 氏突号部八橋
百サ義五 名一子 孝郎要

81 90 49 91 86 年品τ，、

9 9 9 8 8 事E
亡
の

5 3 1 26 19 日

‘満 1 歳

岡田ひなのちゃん
牛測(H8.10.11 生)

大好きなお姉ちゃん達とこれ

からも元気いっ l品、遊ぼうね

(父 ・ 真 母・紀子)

' さとし

野首智史〈ん
上村(H.7.10.11 生)

いつも明るい智史くん、これ
からもお兄ちゃん・お姉ちゃん
と仲良くね

(父 ・泰志 母・明美)

満 2 歳

;商 3 歳までのお子様を募集します/

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10 日までに、 写真に
保護者のコメントを添えて役場町民課までお送り下さい。

名

111964-2461 

発行

日(隠)1 行事名 | 時間 | 場所 | 日(限)1 行
h 第331j_i] IUT文化祭 1 1 1 1 7例)1 リハビリ教室
開会式・オープニングフェスティパル I ， n . nn ImT = ^ ~.I 110か月児乳児相談 I "'. ,,.. ~ ^ • nn I 

l 出 | 第1昔日ふるさとの伝統文化 119: 00- 1町 民会 館 1 1 (!-í'9年l月生まれの者) 1 9: 4ト 1 0 川町民会館
第2部 活リ"と“しぐさ"の文化 一隠し芸大会 1 1 118 刈 1 "4下角克寺ÜË色Hi - 一 一一 -------r.-n-.-:: --.-,-.-:: r 

1 n.nn 1"., e, ^ ~rwl:.;'n:::~'::::~":"，，;~-_~， 113:30- )4: 30 1町民会館
I第331lI1町文化祭芸能合同発表会 _l_9_:_ ~Q -=-_ _ _ , _ _lP':f_ _見企-持 I 1 ~I_-!_~年6月生まれの者)__ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _l~_u_ ，_ ~~ _ _~_"_ '_ ~~ l 2 (11) 1 ?:-::-~_ : -2,;':;;:;;.; ?'-;,7- '-': -'':=-:-: "'" -_ --L .z:- '~ ーー ー働 ー -_.二;，~;:I I :: :-~- ~ ;:，:~ ;;.z::::.,.:;";';,;;;.:;' ，.L ーー ーー ーーーート } 
|当番医増田整形外科 松山市南梅本町富970ー202刷 | おとしより健康相談室(要予約図964 - mO) 114 ・ 00-16 ・ 00 1町民会館
|祝日 のため、 ごみ収集休みます。 1 | 移動図書館車迎行(北古川e幼稚l溜)

3(m I表者1~1!'!~i~経二型恒三骨材三三二 [1互 f羽三二二 [~仁勇二三持j I ~t製宇津~--- -----ー 一一一_l1え剤三1_5_ :_QQ 1円仁見一全一 角
|当番医重信クリニ ッ ク 重信町志津川 111964-118811 9附 |手話教室 119:00- 1町民会館

4 (刈 |ぢιょ1)搾嬰相l ä事実!聖子灼即臼ーて 41神_ 11_4_ :_QQ -=-_1.6_:_ QQ l~T_ 一 界一一全 一 角| !附JJ厄l容館車述行(重信幼税制) , E 

E 移動図容館車運行(北吉井幼稚園) 1 1女性の健康づくり食生活改善講習会 1 9: 30-12: 30 1町民会館(見奈良)
h“"同点 E一一一一角 l一円 Aι120榊|中央レディース学級 113: 30- 1町民会館

|移動図書館11j巡行(拝志小学校)

移動図書館[車運行 Ol!.伝幼稚凶) I~健康生i首相談 1 9: OO-ll : 00 1役場保健婦室

6 側 |明ゴ'< 1)開閉会一ーー ーー一一ー _Jl_0_ :_ QQ三1_2_:_ ~Q 1 'f芥良企円j 2脳 |賢明1物莞一一一ー一一 一ー一一一一一一 ~ ,9_:_ ~Q-=-_1ι~~f概明附月
|移動図書館事巡行(搾芯小学校) 1 ~"= 1女性の健康づく り 食生活改善講習会 1 9: 30-12: 30 樋口公民館(樋口i

E健康生活相談 1 9 ・ 00-11 ・ 001役場保健婦室| |移動図書館車迎行(上林小学校)
l基本健康診査(診察・相談日) 1 9: 00-11: 301町民会館1 22ω |

7 働| ー - -- ---- ._-ーーー ー ト ー 十 , ,.--, 
1 1'::坦~*_IìJ珍qx主一一一一一一… _ _ 1_9， :_ ~Q三1 1 二 QQ l問主'!t:!毛賢明 23(日d唆寺尾昭開発~rn一 一一一 一一一 一一 一一 ーしそ : 00-旦 :_~Q l開f限引0 1::三
| 移動図令官官事逆行(上林小学校) 1 W'"" 1 当番医臓石病院 重信町志津川 111964-1234 

8(士)1 1 n"~' 1祝 日のため、ごみ収集休みます。
24例) 1

9 (l:1) 1唆聖甲芳芳界百 -- ---- - -ー一一一 l_9_:_QQ三広明 l甲元県民0 1::三| ! 当番医愛媛+全医療学院附属病院 川内町南方箇966-5011
1当番医中川病院 松山市南梅本町包976-78111 n、燃物阿~Å R
不燃物間以日 1 25(必|巡回健康相談〈各地区〉

10伺)1 リハビリ教室 113: 30- 1 5 ・ 301町民会館| |移動図啓館事運行(山之内、樋口、横河阪方而)

|星空教室 11 9 ・ 30- 1図書館 4 附 1巡回健康相談〈各地区〉

1 l(刈 lm母~?5.'~ :r:~~~ ___ 一 一一 _J_9_ :_ ~Qナ}_5_ ~ QQ l里見企 ー 陀j26f材陣頭主停車二二二二二二二[({::紅白Q [~仁量二五E
|移動図舎鉛(主jl迎行(山之内、樋口、横河原1íf(jj) 1 1 移動図書館車迎行(志津川、八反地、西問、 JJil. i也、牛i刈方面)
11才6か月児健診 I.n.nn ...nnlmT = ^ ~. I 1巡回健康相談〈各地区> (月眼目分)
I:;'.~:':'~ '':~ '::'-~ ~ ,_ _~， 113: 30-)4: 30 1 町 民 会 館 | トーー I _~ I ーーーーーーーーーーーー ー ーーー ーー ー ーーーーーー r.-n-.-~;; , ',-,-.- ~~ r 

12側 1 <H 8年3月 ・ 4 月生まれの者) l "v , vV ""vvl" ~ ~ "~ I ~_ ，. ... I心配」と相談所 113 ・ 00- 15 ・ 001町 民会館
I ;.::'::，.;，-::;'.!n;，;，~ ~， .. =,;F;:':::,:'-:::! --.;;.;: : ,---_，.!-..ーー ーー ーーーーー- ;.~ _;.:..:..-， -------- 1 27附トー ーーーーーー 一一 回ーーー ー一一ーー ーーーー ーーー ーーーーー ート ト
|移動図容fi'ii車運行(志津川、八反地、 I垣間、制池、牛i刈 1;而i) 1 "",,, 1 町文化協会セミナー「狂言公演J 119 ・ 30ー |町民会館

|行政心配ごと相談所 113: 00-15: 00 1町民会館| |移動凶勢官官事巡行(上樋、情踏台、野間1丁目、新村、北貯問、南野IIJ 1J而)
13附|母親学級② 113: 30 -15: 00 1 町 民会館1 1粗大ごみ阿収日

|移動図書館事運行 LUi圏、情謄台、野削 1丁目、新村、北野|到、南貯 1111;而 ) 1 1 食生活相談 1 9: 00 -ll : 00 1 役場保健婦室
目食生活相談 1 9 ・ OO-ll : 00 1役場保健婦室 1 28働 |脊児相談教室 ー 1 9: 30工 ù:-õõl町民会話
1育児相総教室 1 9: 30-11 : 001町民 会館1 1文章教室 119 ・ 30- 1町民 会館

14幽 トーー ー ーーー ーーーーー ー一一一一一一ーー一一ーーーーーーーー十ー ー ーーーーー ーー ーー ー トーーー ーーーーー 1 I~;; ー ー ー ー ー ー ーーー ーー ー ーーー ー l-_"_ "_ ~': _ _ _ _ _ _ _l 
| 文説教室 119:30- 1町民 会館| |移動図智館車述行 u一 村、下林、上林方而)
|移動図容館1Il逆行 u二村、下林、 J 林1;而) 129(:1:) 1 

15出 1 I w旧) 1 当番医ーι

16(11) 1 当番医石川小児科 賃借町横河原 111955-03331 

所

会館

時間 | 場
13 ・ 30-15 ・ 30 1町民

事

重信町志津川

NTT四国電話帳鮒印刷

回刊内科

⑤791-02 重信町大字志津川972番地雷 (089)964-2001((t表)町民課編集愛媛県温泉郡重信町
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